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業績予想の修正および繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2019 年 5 月 13 日に公表いたしました 2020 年 3 月期通期業績予想を下

記のとおり修正するとともに、繰延税金資産の取崩しにつきまして、下記のとおりお知らせいたします｡ 

 

記 

１．業績予想の修正 

（１）2020 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）2020 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想（A） 23,200         400              370              350              99.98           

今回修正予想（B） 22,361         163              109              268              76.84           

増減額（B－A） △839           △237           △261           △82             ―

増減率（％） △3.6            △59.3          △70.5          △23.4          ―

（ご参考）前期実績

（2019年3月期） 21,763         331              337              300              85.91           

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　　銭

前回発表予想（A） 17,900         270              270              270              77.13           

今回修正予想（B） 17,646         140              124              407              116.43         

増減額（B－A） △254           △130           △146           137              ―

増減率（％） △1.4            △48.1          △54.1          50.7             ―

（ご参考）前期実績

（2019年3月期） 17,854         375              399              552              157.78         



（３）修正の理由 

売上高は、国内では消費増税に加えて自然災害や一部車種の生産延期、新型コロナウィルス感染

症の影響等があり、海外では中国や米国で自動車需要が減少し連結・個別とも予想を下回る見込と

なりました。 

営業利益・経常利益は、売上高の減少に対して、生産工程の効率化や原材料費の合理化など原価

低減・固定費圧縮に取り組みましたが減収影響をカバーするには至らず、連結・個別とも予想を下

回る見込となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、投資有価証券売却益の計上により個別では予

想を上回るものの、繰延税金資産の取崩による法人税等調整額の計上等により連結では予想を下回

る見込であります。 

 

２．繰延税金資産の取崩しについて 

事業環境や業績動向等を勘案し、繰延税金資産の回収可能性について検討した結果、繰延税金資

産を一部取崩し、法人税等調整額を当社（個別）で 152 百万円、連結子会社 Meiwa Industry North 

America, Inc.で 103 百万円、連結で 254 百万円計上する見込であります。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、実際の業績は、様々な要因により

記載の予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以 上 


